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論文内容要旨
 山形盆地は,奥羽脊梁山脈と出羽丘陵の間の低地帯に形成された典型的な内陸盆地の1つ
 である。盆地は南北35km,東西15㎞の南北に細長い舟底形を呈している。盆地内には高位
 (旧期)の段丘地形の発達が少なく,低平な扇状地群(乱川・立谷川・馬見ヶ崎川扇状地等)
 が著しく発達している。従来・現存地形面・周辺山地との関係を地形学的に考察しこれに基
 づいた盆地の形成過程・形成機構に関する研究が主になされ数々の成果が報告されている。
 近年盆地内で,天然ガスに関する地下地質調査,地下水に関する調査・開発が行われるよう
 になり,各種の物理探査,多数の深井戸掘さくがなされ,盆地の地下地質に関する資料が豊
 富になった。これらの資料により,盆地を埋穢している第四系は全般的に厚く堆積しており,
 厚い所では350m以上に達する所があることも判明した。この厚い第四系堆積物の層序区分
 についての試みもなされるようになり,盆地下の堆積過程も次第に明らかになってきた。1978
 年から農林水産省では山形盆地の地盤沈下調査を行うことになり筆者もこの調査に従事する
 ことになった。この調査の一環として,盆地下第四系の地質学的解明を目的とする構造試錐
 が,山形市成安・今塚の2地点で実施された。深度はそれぞれ300m,200mである。この結
 果得られたボーリング・コアにより地質状況を詳細に把握するとともに,微化石分析(花粉・
 けい藻),古地磁気測定,Ci4による放射性年代の測定により古気候,堆積環境,年代等につ.
 いての多くの知見を得た。また,これらの知見を活用させるために,多数の深井戸資料,各
 種の物理探査資料を収集した。
 本研究はこれらの知見および資料に基づく山形盆地下第四系の地質学的考察である。
 本研究により判明した事柄を列挙すれば次の通りである。
 盆地下第四系の堆積の場は,新第三紀中新世から第四紀にかけての南北方向を軸とする摺
 曲構造にともなう複向斜帯の形成と北西～南東方向の先第三系基盤地塊の傾動にともなう沈
 降帯の形成の両者に起因して形成されたものと考えられる。
 2第四系下の埋没地形は,南北方向を軸とする褶曲構造の影響をうけ,東西方向に起伏を
 有する形状を示している。盆地は北部で浅く南部で深くなっており,南部では細長い舟底形
 を示す凹地形を示し,東・西・南斜面は急傾斜している。一方,盆地北部には隆起帯が存在
 し,こ0)隆起帯の活動が南北に差異をもたらした要因と考えられる。
 3盆地下第四系の層相は,盆地東側の乱川・立谷川・馬見ヶ崎川扇状地の扇頂部から扇中
 央部にかけては厚い扇状地性堆積物からなり,これらは挾在する薄い泥質層により数層に区
 分することが可能である。これらの扇状地性堆積物は,扇端部を経由して,低地に向うにつ
 れて,粗粒物質から細粒物質に変化し,盆地中心部では泥質層が優勢になっている。これら
 の堆積物は挾在する砂礫層により区分することができる。盆地下第四系の堆積物は厚い所で
 は350m以上に達する。
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 4山形盆地中央部における盆地堆積物の厚く発達した場所に試掘した成安試掘井を模式地
 質断面とし,その堆積物(300m)を7区分し,下位から成安1層～成安WI層と命名した。
 5盆地下第四系堆積物についてC14による放射性年代の測定・花粉分析・古地磁気測定の
 結果を総合して検討した結果,更新世中期以降の堆積物と考えられる。
 6花粉分析の結果11帯に分帯することができ,温暖・寒冷期のサイクルより編年上重要な
 手掛りを得た。NC帯:“WUrm氷期最盛期"相当の寒冷期。NH帯=いわゆる“最終間氷
 期"に相当。
 7古地磁気測定の結果,5つの逆帯磁が認められ,国内ないし世界各地からの逆帯磁の報告
 をもとにそれぞれ対比してみれば,
 A層準:LaschampEvent(0.8～3万年B.P.)
 B層準:MungoEvent(3万年B.P.前後)猿内II層下部(3.4万年B.P.)
 C層準:BlakeEvent(10、8～11.4万年B.P.)塚原層中部
 D層準:BiwaIEvent(1716～18.6万年B.P.)
 E層準:B圭waIIEvent(29.2～29.8万年B.P.)
 に相当すると考えられる。
 8けい藻化石分析結果による盆地中央低地における堆積環境は,すべて淡水域を指示し,
 水深のある古山形湖的なものを形成した時期(浮遊性種のMelosiraitalica,M.distansを
 多産)は2万年B.P.前後の“WUrm氷期最盛期"相当の時期に短期間存在しただけで,そ
 れ以外の多くの時期(付着生・底生種のEunotia属,Pinnularia属を多産)は後背湿地的
 な様相を呈していたものと考えられる。
 9成安vn層は1万年B.P.以降の堆積物と考えられる。模式地(成安試掘井)では地表下10
 m程度までである。その分布は扇状地上部層,はんらん原・自然堤防堆積物に見出される。
 その厚さは扇状地ではかなり厚いが低地では薄くなっている。成安VI層は1～3万年B.P.の
 堆積物と考えられ古気候的には温暖な完新世に移行する前の寒冷な気候を示している。湖水
 域を形成した時期も認められる。
 成安m層は・いわゆる“最終間氷期"相当の時期の堆積物と考えられる。この時期は,扇
 状地の発達が著しく,かなり広域に広がった。
 10盆地の第四系の堆積は,最初盆地南部の低地帯の埋積より始まり次第に北部へと堆積の
 場を広げていった。堆積頭初は西・東側山地からの堆積物の供給があったが次第に東側の奥
 羽脊梁山脈からの供給が主となるように変化していった。一方,盆地中央の低地帯には,後
 背湿地,沼沢地なども発達し,堆積物供給の変遷にともない消長していた。
 11今日,山形市北西部で発生している地盤沈下現象は馬見ヶ崎川・須川の下流部に成安II
 層堆積時以降拡大しながら存在した後背湿地性泥質優勢部にその素因が求められる。
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 論文審査の結果の要旨
 本研究は,東北地方内陸盆地の代表的例である山形盆地下に発達する第四系の堆積年代・
 堆積環境の変遷を論じたものである。
 研究に用いた試料は,深井戸堀さくによって得られた岩石で,岩相層序区分・花粉および
 珪藻化石分析・古地磁気測定・CM放射年代測定によって古気候・堆積環境・地質年代の決定
 を行っている。また,それらの結果は,地形・地質調査および物理探査によって解明された
 盆地全体の枠組の中で吟味されている。
 岩相層序学的検討結果によると,山形盆地下の第四系は,東縁に隔端をもつ扇状地性粗粒
 堆積物と,盆地中心部に存続した沼沢性泥質堆積物とが交互に組合った7っの堆積輪廻層か
 ら成る。そして,これらは南北に軸をもつ褶曲運動と,北西一南方性の基盤の傾動運動支配
 のもとで形成されたことが明らかになった。
 花粉分析およびC主4放射年代測定結果によると,更新世中期以降の堆積物中には,寒冷期
 と温暖期を代表する11の帯が存在することがわかった。
 また,古地磁気測定結果によって,これらの堆積物中には5つの逆帯磁期が認められ,そ
 れぞれ,LashampEvent(0.8～3万年B、P.前後),MungoEvent(3万年B.P.),Blake
 Event(10.8-IL4万年B.P.),BiwaIEvent(17.6～18.6万年B.P.),BiwaIIEvent(29.2
 ～29.8万年B.P,)に対応するものであることが確められるにいたった。
 さらに,花粉および珪藻化石の研究によって明らかにされた古気候並びに古環境変化と,
 Cl'1放射年代および古地磁気編年によって年代評価された岩相層序区分とを対比すると,両者
 の間には強い相関のあることが判明した。すなはち,“最終間氷期以降“WUm氷期にいたる
 問の温暖期には扇状地性粗粒堆積物が多量に堆積し,寒冷期には細粒泥質物の堆積範囲が拡
 張したことが明らかになった。
 以上の諸事実をもとに,松岡は,山形盆地全域におよぶ第四紀の堆積環境変遷史を展開さ
 せている。
 この研究は,内陸盆地のように第四紀海水準変動の影響を直接うけない地域の古環境解明
 にあらたな展開を与えたものとして高く評価される。また,このような研究成果は松岡功が
 自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示しており,よって
 松岡功提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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